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研究成果の概要（和文）：旧石器時代人骨や動物遺骸の発見例が多い琉球列島において、その最初期の人類史を
明らかにすることを目的として、沖縄島南部のサキタリ洞遺跡の発掘調査を行った。その結果、ヒトの痕跡が少
なくとも3万年前まで確認でき、さらに遡る可能性があると判明した。また、食糧として水産資源（特に淡水カ
ニ）の利用がこの遺跡では続けられ、化石シカは３万年前より古い地層にしか確認できなかった。従来、化石シ
カは２万年前に絶滅すると考えられていたが、３万年前までには絶滅していた可能性があり、３万５千～３万年
前に沖縄島に渡来した人類が影響を及ぼした可能性も考える必要がある。

研究成果の概要（英文）：The archaeological excavations were conducted at Sakitari Cave, southern 
part of Okinawa Island with the aim of clarifying the earliest human history of the Ryukyu Islands. 
Traces of humans in this cave have been identified at least 30,000 years ago and possibly further 
back. The use of freshwater resources (especially crabs and snails) as food continued at this site, 
and no fossil deer have found in sediments younger than 30,000 years ago. The fossil deer were 
thought to be extinct about 20,000 years ago, but our results suggest that they may have been 
extinct earlier than 30,000 years ago. If so, Paleolithic people, who arrived on Okinawa Island at 
35,000-30,000 years ago, may have been involved in the deer extinction.

研究分野：自然人類学

キーワード： 沖縄島　旧石器人　渡来　化石シカ　絶滅　淡水資源　持続的利用

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
亜熱帯島嶼の琉球列島の最初期の人類史を探る目的で、沖縄島南部のサキタリ洞遺跡を発掘した。その結果、人
類の痕跡は3万前までは確実に遡り、また、化石シカ類は3万年前までに絶滅し、以後、人類は1万3千年前ごろま
で淡水性のカニやカワニナを食資源として利用し続けていた。この結果から、従来の化石シカ絶滅は２万年前と
いう見解に反し、3万5千～3万年前に渡来した人類が化石シカの絶滅に関与した可能性が示唆され、また、陸上
資源が限られていても淡水、海水資源を利用すれば持続的生活が可能であることも明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
後期更新世に世界に拡散したホモ・サピエンスは、各地の資源を開拓し、大型獣の大量絶滅な
ど自然環境へ影響を及ぼした。この世界拡散では、世界中のすみずみまで分布を広げたことがホ
モ・サピエンス以前の人類と異なる大きな特徴であり、寒冷地や高地といった厳しい環境条件の
地域へも移住を果たした。こうした地域への進出が実現された理由の解明は、近年の人類学にお
ける重要な研究テーマのひとつである。 
本研究で注目する島嶼地域も、ホモ・サピエンスが初めて意図的な移住が実現した地域である。
島への進出は、渡海技術や島ごとに異なる限定的な陸上資源環境への適応を必要とするため、島
嶼環境への最初期の移住実態を解明することで、彼らの適応能力を顕在化できると期待される。
また、島嶼環境は外乱要因に対して脆弱な傾向があり、更新世のホモ・サピエンス移住が在来生
物に顕著な影響を及ぼした可能性も考えられる。自然環境と人類の摩擦が社会的にも注目され
る中で、その初源にあたる後期更新世ホモ・サピエンス移住に伴い自然環境へいかなる影響があ
ったかを知ることは、今や社会的にも注目すべき研究課題といえる。 
 琉球列島は、後期更新世にホモ・サピエンスが移住した島々であり、弧状に広がる島々は互い
に 100km以上の海で隔てられる箇所もある、近隣の陸地から遠く隔離された島嶼環境であるこ
とが特徴である。こうした隔離された島嶼環境にも関わらず、琉球列島全体に 3万 5千～3万年
前ごろの旧石器時代遺跡が分布している。その中でも沖縄島以南の島々では、琉球石灰岩が有機
質遺物の保存に適しているとされ、実際に沖縄島では約 2万年前の港川人や 3万 7千年前の山
下町第一洞穴人、久米島の下地原洞穴人（1万 7千年前）、宮古島のピンザアブ人（2万 9千年
前）、石垣島の白保竿根田原人（2万 8千年前）と、複数の旧石器時代人骨が発見されている。
しかし、この地域では旧石器時代の文化遺物や食料残滓の発見は乏しく、彼らの具体的な生活に
ついては不明だった。また、約２万年前の氷河期最寒冷期をどのように乗り越えたのか、さらに
複数種の固有シカ類が更新世末に絶滅しているが、このシカ類絶滅にホモ・サピエンスが影響を
及ぼしたかなど、数多くの疑問が未解決である。 
こうした背景のもと、申請者らは沖縄島南部を中心に後期更新世の洞穴遺跡を探求する調査
を続けており、2009年より調査した沖縄島のサキタリ洞遺跡では、後期更新世の保存のよい堆
積層が確認され、この地域の人類史の最初期の様相を探るうえで重要な遺跡となっている。例え
ば、1万 3千～2万 3千年前の貝器や世界最古の貝製釣り針、淡水カニを中心とした食資源利用
などの証拠が過去の調査で得られていた。そして、さらに古い時代の地層からも断片的な人骨や
若干量のシカ化石などが得られており、追加調査によってホモ・サピエンス渡来最初期の文化や
生活に関する新たな情報が得られると期待される状況であった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、沖縄島への人類渡来最初期の人類史解明を目的とする。そのため、この時期の更
新世堆積層が確認されている沖縄県南城市サキタリ洞遺跡の調査区 Iにおいて、2万 3千年前よ
り下位の堆積層を調査し、ヒト痕跡がどこまで遡るか、シカ絶滅の年代を正確に特定すること、
そして文化遺物の発見を目的とした。そのため、堆積層を正確に分層し、条件のよい年代測定資
料を抽出し、出土層順と年代値情報の信頼性の高い人骨、シカ化石、人工遺物等を得る必要があ
る。また、これらの調査によって得られる動物遺骸の分析によって、沖縄島における旧石器人の
資源利用の変遷を解明し、陸上資源が限定され、かつ周辺の陸地から隔離された沖縄島で旧石器
人がいかに持続的に生活していたかを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 沖縄島南城市サキタリ洞遺跡の調査区 Iにおいて、2万 3千年前より古い更新世堆積層の発掘
調査を、以下の点に注意して実施した。この堆積層からは、小区画の試掘によって約 3万～3万
7千年前の断片的な人骨や絶滅シカ化石が出土していたが、このレベルの堆積層は複雑で年代測
定の数も少なく、人工遺物は伴わないなどの課題があった。そこで本研究ではこのレベルを拡張
して調査し、確実な分層と年代測定の充実、ヒト痕跡とシカ化石の共伴状態の確認を目標として
発掘調査を進めた。特に肉眼的な分層に加えてデジタル色度計等の導入、新たな協力者の参加を
得て堆積構造の顕微鏡観察、粒度分析等も実施した。 
 調査区 I の更新世堆積層は傾斜しており、旧石器人の放棄した遺物が洞内に堆積したものと
考えられ、確実な遺構などは認められていなかった。そのため、遺構等の発見を目指して西側洞
口に新たに調査区 IV を設定して発掘を進めたほか、完新世初頭の堆積層が認められている東側
洞口の調査区 IIにおいても更新世と推定される下位の地層の調査を進めた。 
 以上の調査により発掘した遺物は、既に発掘して沖縄県立博物館・美術館にて保管している貝
器や動物遺骸と合わせて基礎整理を進めた。動物遺骸については、小型陸上脊椎動物、魚類（海
産、淡水産）、淡水カニ、淡水巻貝、陸産巻貝などの分類群を特定することで、旧石器時代の動
物資源利用の変遷を調査した。貝器については顕微鏡観察等や CT 分析による詳細な観察を進め
た。また、カワニナ遺骸の酸素同位体分析を実施し、更新世の気温復元を行った。 



 
４．研究成果 
 発掘調査の成果として、既発表の部分的な幼児骨の出土レベルの精密調査を進め、追加の人骨
を得るとともに、人骨出土層順を含む堆積層を分層し、人骨の帰属年代が約 2万 9千～3万 1千
年前と判断できることを確認した。過去に報告した年代推定と大きな変化はないが、より精密な
分層と炭化物の年代測定を重ねることで、確実な情報を提示できたことは大きな前進である。沖
縄島の南部では、那覇市の山下町第一洞穴遺跡で約 3万 6500 年前とされる幼児下肢骨が報告さ
れており、琉球列島全域でも約 3 万年前ごろから旧石器時代の人骨や石器が各地から報告され
ている。今回の結果は、こうした遺跡分布と矛盾せず、サキタリ洞でも 3万年前には人類がいた
ことが確実であり、さらに古い時代にも人類痕跡が認められる可能性もある。また、堆積層の分
析によって約 2 万 9 千年前の水の影響で堆積した地層が確認され、一時的に洞床が水没したこ
とを示唆する複数の情報が得られた。 
また、人骨出土層まで掘削したものの、確実なシカ化石は出土しなかった。そのため、シカ絶
滅年代の特定には至らなかったが、シカ化石包含層はさらに下位にあたり、3万年前より古い可
能性が高いと考えられる。シカ絶滅年代は、これまで近隣の港川遺跡の調査によって約 2万年前
と考えられているが、今回のサキタリ洞の成果は、この見解と矛盾する。この矛盾の要因を特定
することは難しいが、想定しうる要因として、港川遺跡とサキタリ洞で調査精度が異なることが
あげられる。具体的には、港川遺跡は 1970 年前後に調査され、当時としては最高水準の調査手
法によって発掘されているが、現代に比べれば不十分な点はあり、より古いシカ化石を 2万年前
と判断した可能性が想定される。例えば、港川遺跡の調査では垂直 1m、水平 2mの発掘区が設定
され、化石はその発掘区単位で一括取り上げられたようである。また、年代測定も AMS 以前のベ
ータ線による分析で多量の炭を分析していることから、複数の地層にまたがる炭化物を平均化
した結果である可能性を否定できない。港川遺跡の人骨包含堆積が約 2 万年前であるという解
釈に間違いはないと考えられるものの、より古いシカ化石が含まれてしまった可能性は想定し
うる。実際に、港川遺跡のフッ素分析結果でシカ化石は人骨の大部分やイノシシより相対的に古
いことが示唆されている。シカ化石がイノシシより古い可能性は、近隣の糸満市の真栄平鉱山第
一裂罅でも報告されている。ここでは、イノシシ包含層、鳥類包含層、シカ包含層が分層でき、
シカ包含層の数値年代は得られなかったものの、上位の堆積層の年代が 2 万 6 千年前ごろと報
告されている。この堆積はサキタリ洞の層序と整合的であり、港川の人骨包含層にもより古い時
代のシカ化石が混入したと想定すれば、サキタリ洞と港川の結果を矛盾なく説明できる。以上の
３サイトの堆積層と年代値比較により、申請者らは現段階ではシカ絶滅年代は 3 万年前以前と
考えることが妥当であると判断するに至った。 
文化遺物も十分な数は得られなかったが、2 万 3 千年前の地層の下位約 10cm のレベルから貝
製品 1 点が得られたほか、過去に発掘した堆積土の水洗作業によって数点の追加資料が得られ
た。いずれも帰属年代については慎重に検討する必要があると捉えているが、石材資源の限定さ
れた沖縄島において、旧石器人が渡来直後から貝器を利用していた可能性も十分に想定される。
また、発掘調査に並行して進めた既存資料の分析では、CT 分析により既発表の貝ビーズに重な
り合った構造が確認され、また、ツノガイ製ビーズの一部に顔料が付着していたことも確認され
た。サキタリ洞遺跡の I層や II 層からは顔料と考えられる赤褐色の小型破片が複数点得られて
いたが、その一部には摩滅面があり、こうした顔料を削ってビーズに塗布していたものと考えら
れる。海外では貝製ビーズに顔料を塗ったものも知られるが、国内では旧石器時代の顔料使用法
が判明したのは初めてであり、同じ層順から出ていた顔料片と合わせて貴重な事例を追加する
ことができた。 
貝製釣針については、2016 年発表の貝製釣針の模造品を現生貝標本で作製し、釣り実験を行
った。その結果、真珠層の光沢面に沿って釣針を製作すると強度が高く、実用性があることが示
された。真珠層の光沢には魚を引きつけるルアーとしての働きがあるとされているが、強度につ
いてはあまり言及されていない。今回の実験でも定量的な強度検査は行っていないが、光沢面が
途中で失われるように作った釣針では魚の重量によって破損する事例が確認できた。この視点
からサキタリ洞出土の 2 万 3 千年前の釣針を見ると、釣針全体に真珠層の光沢面が認められる
ため、この釣針の強度は十分であり、実用品であったと考えられる。 
食料残滓の分析では、3 万年前ごろまでにシカ類が絶滅し、以後、小型脊椎動物や淡水カニ、
淡水貝を中心とした資源利用が続けられることを確認した。沖縄島のような隔離された比較的
小さい島嶼では、食資源となる陸上動物の種数、個体数が限られており、持続的生活を営むこと
は困難とする見解も根強いが、サキタリ洞の事例からは、水産資源を含む多様な食材を利用する
ことで、個体群を持続することは十分にできると考えられる。さらに、カワニナ殻の酸素同位体
分析研究の発展として、更新世の沖縄島南部の気温復元に関する研究成果が得られた。 
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